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※次号（８/15号）の配布日は８月16日（月）です。



日
野
熊
蔵
と
は

　

日
野
熊
蔵
は
、
明
治
11
年
６
月

９
日
、
現
在
の
人
吉
市
寺
町
19
番

地
に
旧
相
良
藩
士
の
亡
父
・
日
野

広
一
、
母
・
キ
タ
の
長
男
と
し
て

生
ま
れ
た
。

　

熊
本
英
学
校
、
陸
軍
士
官
学
校

を
卒
業
し
た
あ
と
軍
で
自
動
車
の

研
究
な
ど
に
没
頭
。
技
術
将
校
と

し
て
活
躍
し
た
。

　

明
治
43
年
、
徳
川
好よ
し
と
し敏
大
尉
と

と
も
に
飛
行
機
研
究
の
た
め
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
派
遣
。
徳
川
は
フ
ラ
ン

ス
、
日
野
は
ド
イ
ツ
に
赴
い
た
。

そ
の
後
、日
野
は
ハ
ン
ス
・
グ
ラ
ー

デ
機
、
徳
川
は
ア
ン
リ
・
フ
ァ
ル

マ
ン
機
を
購
入
し
て
帰
国
し
た
。

　

同
年
12
月
19
日
、
東
京
の
代
々

木
練
兵
場
。
二
人
は
購
入
し
て
き

た
飛
行
機
で
と
も
に
日
本
初
飛
行

に
成
功
し
た
。

　

し
か
し
、
当
時
の
記
録
に
よ
る

と
日
野
は
そ
の
５
日
前
の
試
験
飛

行
に
も
成
功
し
て
い
た
た
め
「
日

本
国
内
で
の
最
初
の
飛
行
者
は
日

野
熊
蔵
」
と
い

う
説
も
あ
る
。

　

そ
の
後
も
日

野
は
飛
行
機
の

製
作
や
各
種
装

置
、
無
尾
翼
機

な
ど
の
発
明
・

研
究
に
没
頭
し

た
が
、
悲
願
で

あ
っ
た
自
作
飛

行
機
に
よ
る
飛

行
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
な
く
昭
和

21
年
1
月
、
67
歳
で
そ
の
波は
ら
ん瀾
万

丈
の
人
生
を
閉
じ
た
。

　

日
本
初
飛
行
の
地
で
あ
る
東
京

都
代
々
木
公
園
に
は
、
昭
和
41
年

に
そ
の
偉
業
を
た
た
え
る
胸
像
が

建
立
さ
れ
、
平
成
10
年
に
は
生
誕

１
２
０
周
年
を
記
念
し
た
顕
彰
碑

が
人
吉
市
寺
町
に
建
立
さ
れ
て
い

る
。初

飛
行 

100
周
年
記
念
事
業

　

今
年
は
日
野
熊
蔵
の
日
本
初
飛

行
か
ら
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
記

念
す
べ
き
年
で
あ
る
。

　

現
在
で
は
、
だ
れ
も
が
当
た
り

前
の
よ
う
に
飛

行
機
に
乗
り
、

国
内
は
も
ち
ろ

ん
世
界
の
空
の

旅
を
気
軽
に
楽

し
む
こ
と
が
で

き
る
。

　

し
か
し
、

１
０
０
年
前
に

飛
行
機
で
空
を

飛
ぶ
と
い
う
こ

と
は
、
現
在
の
宇
宙
旅
行
に
も
匹

敵
す
る
こ
と
だ
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　

命
を
か
け
て
大
空
を
目
指
し
た

日
野
熊
蔵
の
勇
気
と
情
熱
が
な
け

れ
ば
、
日
本
の
航
空
史
の
幕
は
開

か
な
か
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。

　

こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
、
本
市

で
は
官
民
一
体
と
な
っ
た
記
念
事

業
実
行
委
員
会
を
結
成
。
こ
の
郷

土
の
偉
人
日
野
熊
蔵
の
偉
業
を
称

え
、
未
来
に
伝
え
て
い
く
た
め
の

記
念
事
業
を
行
っ
て
い
く
。

　

全
国
へ
の
情
報
発
信
を
目
的
と

し
た
広
報
宣
伝
活
動
や
シ
ン
ポ
ジ

郷
土
の
偉
人　

日
野
熊
蔵

ウ
ム
の
開
催
。
業
績
を
伝
え
る
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
ド
ラ
マ
「
日
野

熊
蔵
物
語
」（
九
州
７
局
ネ
ッ
ト

で
10
月
下
旬
の
放
送
決
定
。
人
吉

球
磨
地
域
で
の
撮
影
も
行
わ
れ

る
）
の
制
作
。
パ
ネ
ル
・
模
型
展

示
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
童
心

に
帰
っ
て
楽
し
め
る
紙
飛
行
機
大

会
な
ど
８
月
か
ら
12
月
に
か
け
て

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
計
画
さ

れ
て
い
る
。

　

こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
郷
土
の

偉
人
日
野
熊
蔵
を
知
り
、
そ
の
功

績
や
人
物
像
を
新
し
い
物
語
と
し

て
次
世
代
に
語
り
継
い
で
い
こ

う
。

日
本
初
飛
行
100
周
年

日野熊蔵（昭和 13年２月撮影　60歳）

ご
存
じ
で
す
か
、

今
か
ら
百
年
前
、
初
め
て
日
本
の
空
を
飛
ん
だ

日
本
人
は
人
吉
出
身
と
い
う
こ
と
を ̶

̶

日
野
熊
蔵（
左
）と
徳
川
好
敏（
右
）明
治
43
年

グラーデ機を操縦する日野熊蔵（明治 43 年）

和暦 西暦 年齢 できごと
明治 11 1878 6月 9日、人吉町19 番地（現在の寺町）に亡父日

野広一、母キタの長男として生まれる。
明治 25 1892 14 熊本英学校入学。
明治 31 1898 20 陸軍士官学校卒業、千葉県佐倉歩兵第二連隊に配属。
明治 36 1903 25 当時、陸軍歩兵大尉　［12月17日ライト兄弟の世

界初飛行］
明治 40 1907 29 恒吉ヤスと結婚。
明治 41 1908 30 陸軍戸山学校で明治天皇に対して銃砲についての

御前講演。
明治 43 1910 32 3月　戸

とやまがはら

山ケ原での日野式一号飛行機の飛行テスト。
（不成功）

4月　徳川好敏大尉とともに飛行機研究と購入のた
め渡欧。（10月帰国）

12月14～19日：代々木練兵場におけるグラーデ・
ファルマン両機の飛行実験。
14日　日野大尉はグラーデ機で初飛行。距

離 30 ～ 60 ｍ、高度1～10ｍ。
15日　日野大尉のグラーデ機は約 20 ｍの

高さで距離 100 ｍを飛行後転覆破
損、徳川大尉のファルマン機は地上
滑走後転覆破損。

16日　日野大尉は数回飛揚。最高距離100
～250 ｍ、高度 5～30ｍ。

19日　両機ともに大飛行。日野大尉は距離
1,000 ｍ、高度 45 ｍ、時間 1分
20 秒間。
徳川大尉は距離 3,000 ｍ、高度 70
ｍ、時間 3分間。

明治 44 1911 33 5月　青山練兵場での日野式二号機の飛行テスト。
（不成功）

6月　日野熊蔵作詞、岡野貞一作曲「飛行機唱歌」
発表。

8月　代々木練兵場での日野式二号機の飛行テスト。
（不成功）

12月　陸軍少佐に任ぜられ、福岡歩兵第 24 連隊
に転属。

明治 45 1912 34 4月　福岡での日野式三号機「舞鶴号」飛行テスト。
　　　（不成功）
9月　「舞鶴号」を改装した水上機「神風号」の長

崎港での飛行テスト。（不成功）
大正 7 1918 40 10月　予備役編入。その後各種装置や無尾翼機な

どの発明や研究に没頭。
昭和 17 1942 64 発明展覧会に「飛行機操縦装置」を出品、特許局

および技術院賞を受賞。
昭和 21 1946 1月15日永眠　享年 67 歳。
昭和 41 1966 4月 23日、東京都代々木公園内に日野熊蔵の胸

像が建立される。
平成 10 1998 6月 9日　生誕 120 周年記念顕彰碑が人吉市寺町

に建立される。
平成 15 2003 世界航空史100 年。
平成 18 2006 熊本県近代文化功労者として顕彰される。
平成 22 2010 日本航空史100 年。

日野式一号機

日野式二号機

日野式三号機

日
野
熊
蔵
の

あ
ゆ
み
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生誕 120周年記念顕彰碑
（人吉市寺町）

日本初飛行の地
代々木公園に建つ胸像

25歳前後の日野熊蔵 陸軍士官学校時代の日野熊蔵（中央）

　人吉市出身の漫画家とり・みき先生のデザインによるイメージキャラクターです。素敵な愛称をお待ちしています。
応募資格　資格制限なし（どなたでも応募できます）。
応募方法　下記問い合わせ先に備え付けてある応募用紙に必要事項を記入して、持参・郵送、または電子メール（下記メ

ールアドレス宛）で応募してください。（ＦＡＸ不可）　※申込書は市ホームページからダウンロードできます。
応募締切　８月 16日（月）消印有効
審査方法　選定委員会で最優秀賞１点を選定します。
表 彰　最優秀賞（１点）には３万円、全応募者の中から抽選で５人に記念事業グッズをプレゼントします。

※同じ愛称が複数あった場合、抽選で１人に決定します。
発 表　広報ひとよしや市ホームページに掲載するほか、採用された方には個別に連絡します。
注意事項　①愛称は、日野熊蔵初飛行１００周年記念事業の啓発活動などに使用します。

②応募する愛称は自作かつ未発表のもので、第三者の権利を侵害しないように十分に配慮してください。
第三者から権利侵害、損害賠償などの主張がなされても主催者は一切の責任を負いません。

③採用された愛称に関する諸権利は主催者に帰属します。
④応募者の個人情報は、愛称募集の目的以外には使用しません。

応募・問合せ先　日野熊蔵初飛行１００周年記念事業実行委員会事務局（市企画課内）
☎２２‒２１１１（内線２２２６）〒８６８‒８６０１　熊本県人吉市麓町 16番地　
市ホームページ　http://www.city.hitoyoshi.lg.jp/
Ｅ メ ー ル　kumazo100thchara@city.hitoyshi.lg.jp

日野熊蔵初飛行 100 周年

イメージキャラクター愛称募集

「地デジ受信」相談・説明会のご案内
　

平
成
23
年
７
月
に
現
在
の

テ
レ
ビ
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が

終
了
し
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
に
完
全
移
行
し
ま
す
。
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
す

る
た
め
に
は
、
地
デ
ジ
対
応

テ
レ
ビ
や
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
準

備
の
ほ
か
ア
ン
テ
ナ
工
事
な

ど
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
地
デ
ジ
移
行

に
便
乗
し
た
架
空
の
協
会
加

入
負
担
金
や
工
事
代
金
の
請

求
な
ど
の
詐
欺
が
全
国
で
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
地
デ
ジ
に
つ
い

て
の
正
し
い
知
識
を
持
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
高
齢
者

や
障
が
い
者
の
方
を
対
象
と

し
た
無
料
の
「
地
デ
ジ
に
関

す
る
相
談
・
説
明
会
」
を
開

催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
商
工
振
興
課
商

工
係
（
☎
㉒
２
１
１
１
内
線

５
１
３
２
）

デ
ジ
サ
ポ
熊
本
（
☎
０
９
６

‒

３
２
５‒

６
２
５
５
）

受信相談窓口　期日　８月 16日（月）～ 20日（金）
時間　午前 10時 30 分～午後４時 30分
場所　市役所別館大会議室

受信説明会　期日　８月 16日（月）～ 20日（金）
時間　第一部：午前 11時～正午

第二部：午後１時 30分～２時 30分
場所　市役所別館 202 会議室

※月末が休日の場合は、翌営業日が引き落とし日になります。
原則として、初めて口座振替を申し込まれた方の前月分（割引なし）と当月分（50 円割引）の２か月分の保険
料を引き落とさせていただきます。その後は当月分（50 円割引）の１か月分の引き落としになります。
保険料は平成 22 年度の額です。

地デジの準備は
お早めに！

・口座振替が開始されるまで、お申し込み後２か月程度かかります。お申し込みはお早めに。
・前納のお申し込みは①下期６か月分（10 月～翌年３月分）は８月末までに、また、②来年度１年度分および
上期６か月分（４月～９月）は来年２月末までに、年金事務所必着となるようにお早めにお申し込みください。
すでに口座振替で前納されている方（引き続き第１号被保険者の方）は、毎年お申し込みいただく必要はあり
ません。申し込み方法など詳しくは下記へお問い合わせください。
問合せ　八代年金事務所（☎０９６５‒３５‒６１２３）
　　　　市保険年金課国保年金係（☎２２‒２１１１内線１２２２）

国民年金保険料の納付は口座振替が便利でお得！

６か月分の口座振替による前納はもっとお得！

当月末の口座振替【早割】にすると月々50円割引で年間600円お得！

６か月分（４月～９月分、10月～翌年３月分）の保険料を口座振替でまとめて前納すると
1,030 円（年間 2,060 円）の割引に

年金あれこれ

臓器提供意思表示シールを配布します！
　人吉市国民健康保険並びに後期高齢者医療制度では、法改正等により、今年８月の被保険者証更新時にあわ
せて「臓器提供意思表示シール」を希望者に市保険年金課で配布します。
問合せ　市保険年金課国保年金係（☎２２－２１１１内線１２２２）
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人吉駅前広場人吉駅前広場

２
０
０
９
年
４
月
25
日
、
Ｓ

Ｌ
人
吉
運
行
開
始
。
そ
し

て
、
来
春
、
九
州
新
幹
線
全
線
開

業
―
。
こ
れ
に
よ
り
増
加
す
る
と

考
え
ら
れ
る
人
吉
駅
の
利
用
者
。

そ
の
利
用
者
が
改
札
口
を
出
て
最

初
に
目
に
入
れ
る
、
い
わ
ば
人
吉

の
第
一
印
象
に
な
る
風
景
が
駅
前

の
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

　

こ
の
駅
前
広
場
を
魅
力
的
で
個

性
的
な
空
間
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す

る
た
め
の
工
事
が
昨
年
の
12
月
か

ら
始
ま
り
、
７
月
15
日
、
つ
い
に

完
成
。
新
し
い
駅
前
広
場
は
和
風

庭
園
風
の
緑
地
と
落
ち
着
い
た
木

造
建
造
物
を
中
心
に
、
旅
情
感
た

っ
ぷ
り
で
、
風
情
の
あ
る
「
和
」

の
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
空
間
に
生

ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

観
光
客
に
人
気
の
か
ら
く
り
時

計
を
中
心
と
し
た
ス
ペ
ー
ス
や
、

広
場
中
心
の
シ
ン
ボ
ル
緑
地
、
約

１
０
０
台
駐
車
可
能
な
大
型
駐
車

場
、
２
０
０
株
以
上
の
バ
ラ
が
咲

く
バ
ラ
園
な
ど
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｌ
人
吉
も
火
曜
日
以
外
は
毎

日
や
っ
て
く
る
夏
休
み
。
帰
省
し

て
き
た
家
族
や
友
人
な
ど
と
、
新

し
く
な
っ
た
駅
前
広
場
に
足
を
運

ば
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

最
西
部
に
は
バ

ラ
園
を
設
置
。

14
種
２
０
０
株
以
上

の
バ
ラ
が
私
た
ち
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
ま
す
。
ま
た
、
全

国
唯
一
の
石
造
鉄
道

車
庫
で
あ
る
人
吉
機

関
庫
や
Ｓ
Ｌ
人
吉
が

見
や
す
い
よ
う
に「
Ｓ

駅
舎
か
ら
駐
車

場
・
駐
輪
場

ま
で
、
雨
の
日
で
も

傘
を
さ
さ
ず
に
移
動

で
き
る
よ
う
に
、
延

長
約
１
５
５
メ
ー
ト

ル
の
屋
根
付
き
通
路

を
設
置
。
和
風
の
落

ち
着
い
た
雰
囲
気
の

回
廊
に
な
っ
て
い
ま

大

改
札
口
を
出
て

右
手
前
方
に

は
、
和
風
庭
園
風
の

緑
地
を
設
置
。
春
に

は
桜
、
秋
に
は
紅
葉

と
四
季
折
々
の
風
景

が
楽
し
め
ま
す
。
ま

た
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

も
さ
れ
、
夜
に
は
違

っ
た
風
情
も
楽
し
め

か
ら
く
り
時
計

を
中
心
と
し

た
広
場
を
設
置
。
カ

ラ
ク
リ
作
動
時
に
四

方
か
ら
安
全
に
見
物

で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
イ

ベ
ン
ト
に
も
使
用
で

き
る
ゆ
っ
た
り
と
し

た
ス
ペ
ー
ス
に
。

からくり時計がより見やすく

四季の風情うつろう庭園

100台駐車可能の大型駐車場

たくさんのバラとＳＬ展望所

落ち着いた雰囲気の回廊

敷地内には統一された
看板 16基を設置。

夜でも明るくライトアップ。

シーズンにはバラが咲き誇る
展望所から見える車庫とＳＬ人吉

人吉駅前広場リニューアル

ま
す
。

型
バ
ス
５

台
、
乗
用

車
92
台
が

駐
車
（
身
障
者
用
２

台
含
む
）
で
き
る
大

型
駐
車
場
と
１
０
０

台
駐
輪
で
き
る
木
造

の
駐
輪
場
を
完
備
。

駐
車
場
は
有
料
で
す

が
、
20
分
間
は
無
料

（
駅
の
利
用
者
は
30

分
間
無
料
）
で
す
。

す
。
雨

の
日
の

Ｓ
Ｌ
見

学
に
も

便
利
。

Ｌ
展
望

所
」
を

設
置
。

人吉球磨の玄関口が、風情ある「和」の空間へ̶。

【問合せ】市都市計画課街路公園係（☎２２̶２１１１内線２４２５）

お
ね
が
い

一
般
車
両
・
観
光
バ
ス
の
ロ

ー
タ
リ
ー
内
で
の
待
ち
合

い
・
駐
車
は
交
通
の
支
障
と

な
り
危
険
で
す
。
西
側
駐
車

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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Sazanami Club
さざなみクラブ

県
代
表
が
過
去
に
４
回
全
国

制
覇
を
し
て
い
る
な
ど
、

熊
本
県
は
レ
ベ
ル
が
高
い
と
い
わ

れ
る
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
。

今
年
の
県
予
選
は
山
鹿
市
で
開
催

さ
れ
、
決
勝
で
は
同
じ
人
吉
球
磨

の
多
良
木
マ
マ
に
勝
利
し
初
優
勝

を
決
め
た
。

　

監
督
の
東
さ
よ
子
さ
ん
は
「
去

年
は
決
勝
で
負
け
て
悔
し
か
っ

た
。
そ
の
悔
し
さ
か
ら
『
絶
対
勝

つ
ん
だ
』
と
い
う
意
志
の
統
一
が

で
き
た
」
と
去
年
の
敗
戦
か
ら
の

１
年
を
振
り
返
る
。
今
年
の
チ
ー

ム
は
１
つ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
こ
な

せ
る
選
手
が
複
数
い
る
た
め
、
い

ろ
ん
な
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
が
組

め
る
の
が
強
み
。
ま
た
、
サ
ー
ブ

練
習
に
力
を
入
れ
て
い
て
サ
ー
ブ

か
ら
攻
撃
が
で
き
る
の
も
こ
の
チ

ー
ム
の
魅
力
。

全
国
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
に
は
、
全
国
大
会
に
出
場

し
た
選
手
は
二
度
と
こ
の
大
会
の

メ
ン
バ
ー
に
登
録
で
き
な
い
と
い

う
決
ま
り
が
あ
る
。
今
回
登
録
の

メ
ン
バ
ー
は
12
人
。
最
初
で
最
後

の
全
国
大
会
を
一
試
合
一
試
合
が

決
勝
と
い
う
思
い
で
戦
い
抜
く
。

熊
本
か
ら
５
チ
ー
ム
目
の
全
国
制

覇
と
な
る
か
？
こ
の
号
が
出
る
こ

ろ
に
は
結
果
が
判
明
し
て
い
る
が

果
た
し
て
・
・
・
。

挑戦×全国

さざなみクラブ

第一中学校
ソフトボール部

人吉高校定時制
男子バレーボール部

CAPTAIN  INTERVIEW
̶予選大会の感想は？
みんなが一つになった大会だった思う。今
までの大会とは意気込みが違った。勝ちに
いっていた。
̶全国大会の目標は？
一戦一戦が決勝と思って優勝を目指す。自
信はある。

Hiromi  Maeda

　今年もいろいろなスポーツ大会で、人吉のチームが全国出場を決めた。市の代表、
県の代表として全国の強豪に挑戦するチーム・個人の中から、さざなみクラブ（マ
マさんバレーボール）、人吉高校定時制男子バレーボール部、第一中学校ソフトボ
ール部の３チームに、全国大会での目標などを聞いた。

第41回全国ママさん
　バレーボール大会出場

日時　７月22日（木）～25（日）
場所　群馬県前橋市

第60回定時制通信制
　総合体育大会出場

日時　８月５日（木）～８（日）
場所　神奈川県平塚市

第10回全日本中学生
　ソフトボール大会出場

日時　８月14日（土）～16（月）
場所　大阪市

前田　裕美　さん
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First Junior High School
第一中学校ソフトボール部

６
月
５
・
６
日
、
菊
池
市
で
開

催
さ
れ
た
第
10
回
全
日
本

中
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
県

予
選
大
会
。
第
一
中
学
校
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
は
、
決
勝
で
阿
蘇
・
一

の
宮
合
同
チ
ー
ム
に
４
対
１
で
快

勝
。
全
国
へ
の
初
キ
ッ
プ
を
手
に

入
れ
た
。

　

今
年
の
３
年
生
が
１
年
生
だ
っ

た
こ
ろ
か
ら
、
ひ
と
つ
上
の
学
年

に
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
員
は
い
な

か
っ
た
。
そ
の
年
の
夏
の
大
会
が

終
了
し
、
当
時
の
３
年
生
が
引
退

し
て
か
ら
２
年
間
、
主
力
選
手
は

ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。「
と
て

も
明
る
い
チ
ー
ム
。
波
が
あ
る
け

れ
ど
、
の
っ
た
時
は
強
い
」
と
監

督
の
長
崎
優ゆ

み美
先
生
。
県
大
会
で

は
、
２
回
戦
で
優
勝
候
補
の
帯
山

中
学
校
に
勝
利
。
監
督
の
言
葉
ど

お
り
勢
い
に
の
っ
て
そ
の
ま
ま
初

優
勝
に
輝
い
た
。
20
年
以
上
、
同

チ
ー
ム
を
コ
ー
チ
し
て
い
る
大
柿

芳
樹
さ
ん
は
「
守
り
が
い
い
チ
ー

ム
。
予
選
で
も
ほ
と
ん
ど
エ
ラ
ー

が
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
練
習
時
間
が
と
り
づ
ら
い
中

よ
く
が
ん
ば
っ
た
」
と
エ
ー
ル
を

送
る
。
現
在
、
全
国
大
会
に
向
け

て
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
強
化
練
習

中
。
全
国
の
目
標
は
「
悔
い
が
残

ら
な
い
よ
う
に
思
い
っ
き
り
戦
う

こ
と
」。
全
国
大
会
の
舞
台
で
赤

い
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
が
躍
進
す
る
。

CAPTAIN  INTERVIEW

̶どんなチーム？
やる時はやるチーム。みんな相手が強けれ
ば強いほど力を出す。個性的なメンバーが
集まった。
̶全国大会の目標は？
目標は１回戦突破。３年生は最後の試合な
ので悔いが残らないようにしたい。吉田　佳奈　さん

Kana  Yoshida

Hitoyoshi Part-time High School
人吉高校定時制男子バレーボール部

県
大
会
決
勝
戦
第
２
セ
ッ
ト
。

湧
心
館
高
校
通
信
制
チ
ー

ム
に
マ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト
を
握
ら
れ

て
か
ら
連
続
ポ
イ
ン
ト
。
そ
の
ま

ま
流
れ
を
引
き
寄
せ
逆
転
優
勝
し

た
。
全
国
大
会
は
去
年
の
チ
ー
ム

結
成
か
ら
２
年
連
続
の
出
場
。

　

人
吉
高
校
定
時
制
で
は
、
年
に

１
回
あ
る
全
国
大
会
の
約
２
週
間

前
か
ら
、
部
活
動
を
授
業
の
一
環

と
し
て
週
に
４
回
程
度
組
み
入
れ

て
い
る
。

　

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
去
年

初
め
て
結
成
さ
れ
今
年
の
大
会
参

加
が
２
回
目
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
経

験
者
は
１
人
だ
け
の
チ
ー
ム
だ
。

　

監
督
は
、
元
Ｖ
リ
ー
ガ
ー
の
村

上
貴た

か
ひ
ろ裕
先
生
。「
レ
ベ
ル
的
に
は

ま
だ
ま
だ
だ
が
、
早
め
に
来
て
練

習
を
し
た
り
向
上
心
が
あ
る
。
プ

レ
ー
の
伸
び
率
が
本
当
に
早
い
。

県
大
会
で
の
勝
利
が
自
信
に
つ
な

が
っ
て
い
る
よ
う
だ
」
と
チ
ー
ム

を
評
す
る
。

　

部
員
が
７
人
と
少
な
い
た
め
実

戦
形
式
の
練
習
は
で
き
な
い
が
、

村
上
先
生
が
打
ち
込
む
ボ
ー
ル
を

レ
シ
ー
ブ
す
る
練
習
で
強
い
球
へ

の
対
策
は
万
全
。

　

今
年
の
全
国
大
会
１
回
戦
の
相

手
は
、
昨
年
の
準
々
決
勝
で
敗
れ

て
い
る
全
国
常
連
校
。
雪
辱
を
果

た
せ
る
か
。

CAPTAIN  INTERVIEW

̶どんなチーム？
去年と比べて高さはないが運動量が豊富な
チーム。元気がよくて仲がいい。拾って勝
つチーム。
̶全国大会の目標は？
昨年のリベンジマッチ。「バレーボールをしてて
よかった」と思えるような大会にしたい。 森田　好則　さん

Yoshinori  Morita
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人
吉
西
小
学
校
は
今
年
、
創
立

１
３
５
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
現

在
は
全
学
年
２
ク
ラ
ス
、
た
ん
ぽ

ぽ
学
級
１
ク
ラ
ス
の
計
13
ク
ラ
ス

で
全
校
児
童
は
３
１
６
人
で
す
。

誠
実
な
子
ど
も
（
徳
）

自
ら
学
ぶ
子
ど
も
（
知
）

思
い
や
り
の
あ
る
子
ど
も
（
友
愛
）

を
育
て
る
た
め
に
保
護
者
・
地
域
・

学
校
が
一
体
と
な
っ
て
教
育
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

運
動
会

　

若
葉
が
さ
わ
や
か
な
今
年
５
月

の
運
動
会
。
子
ど
も
た
ち
が
一
生

懸
命
に
演
技
す
る
姿
に
、
保
護
者

の
皆
さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
の
拍

手
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
、

５
・
６
年
生
の
組
体
操
は
感
動
的

で
し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

　

保
護
者
の
皆
さ
ん
が
子
ど
も
た

ち
に
絵
本
を
読
み
聞
か
せ
て
い
た

だ
く
「
読
み
聞
か
せ
の
会
」
や
学

校
の
環
境
整
備
を
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
「
お
や
じ
の
会
」
は
年
々

会
員
が
増
え
て
い
ま
す
。

学
校
の
坂
道

　

子
ど
も
た
ち
は
「
の
び
の
び
竹

坂
」「
ぽ
か
ぽ
か
桜
坂
」「
さ
わ
や

か
杉
坂
」
の
い
ず
れ
か
を
通
っ
て

登
校
し
ま
す
。
小
学
校
６
年
間
の

思
い
出
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た
３

つ
の
坂
で
す
。

人吉市立人吉西小学校教育目標
「心豊かでたくましく、共に学び合う子どもの育成」

地域のシンボルであり、懐かしく、楽しい思い出が残る学校。
シリーズで市内の小中学校を紹介していきます。

第２回

人吉西小学校

絵本の読み聞かせ ５・６年生による組体操

校区の国宝 青井阿蘇神社 さわやか杉坂

のびのび竹坂

ぽかぽか桜坂

　 ひ と よ し の 人　

「
本
人
が
び
っ
く
り
。
周
り
も
び
っ
く

り
。
先
生
も
び
っ
く
り
で
し
た
。

今
も
っ
て
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
」
と
グ
ラ
ン
プ

リ
受
賞
の
感
想
を
話
す
関
根
喜
美
子
さ
ん
。

絵
画
を
始
め
て
４
年
目
。
描
い
た
作
品
は
４

作
目
。
人
吉
球
磨
総
合
美
展
以
外
で
は
初
め

て
の
出
展
だ
っ
た
。

受
賞
作
品
「
生
命
」
は
球
磨
川
沿
い
の

エ
ノ
キ
を
描
い
た
作
品
。
エ
ノ
キ
の
持
つ
生

命
力
、
力
強
さ
に
感
動
し
て
描
こ
う
と
思
っ

た
。「
エ
ノ
キ
か
ら
私
が
感
じ
た
生
命
力
を

表
現
し
た
。
自
分
で
見
え
た
色
で
描
い
た
。

ぐ
い
ぐ
い
と
迷
わ
ず
に
気
持
ち
よ
く
か
け
た

一
作
」
と
関
根
さ
ん
。

仕
事
一
筋
だ
っ
た
教
師
を
退
職
後
、「
自

由
に
も
の
を
描
け
た
ら
い
い
な
あ
」
と
思
っ

た
の
が
絵
を
始
め
た
き
っ
か
け
。「
絵
筆
を

握
っ
た
の
は
学
生
以
来
。
デ
ッ
サ
ン
の
基
礎

も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
話
す
関
根
さ
ん

だ
が
、
も
と
も
と
、
絵
画
に
興
味
が
あ
っ
た

そ
う
で
旅
行
に
行
っ
た
ら
観
光
地
よ
り
美
術

館
に
足
を
向
け
る
ほ
ど
。
自
宅
に
は
地
元
画

家
の
作
品
な
ど
10
点
以
上
が
い
た
る
と
こ
ろ

に
飾
っ
て
あ
る
。

　
「
白
い
キ
ャ
ン
バ
ス
が
埋
ま
っ
て
い
く
の

が
楽
し
い
。
色
が
変
化
し
て
い
く
の
も
楽
し

い
。
描
い
て
い
る
瞬
間
瞬
間
に
喜
び
が
あ
り

ま
す
」
と
絵
を
描
く
楽
し
さ
を
話
す
関
根
さ

ん
の
表
情
は
明
る
い
。

　

７
月
か
ら
新
作
に
取
り
か
か
っ
て
い
る
。

今
度
の
題
材
も
「
エ
ノ
キ
」。「
や
っ
と
趣
味

は
絵
画
っ
て
言
え
ま
す
」と
笑
う
関
根
さ
ん
。

自
宅
の
玄
関
を
開
け
る
と
グ
ラ
ン
プ
リ
作
品

「
生
命
」
が
出
迎
え
て
く
れ
る
。

熊日女性絵画展グランプリ受賞

関根　喜美子 さん （下原田町瓜生田）
＝ひとよしで頑張っている人を紹介します！＝

せきね　きみこ
昭和21年8月29日生まれ。ＡＢ型。
趣味は絵画。人生訓は元国語の教師ら
しく中国の小説家魯迅（ろじん）の作
品「故郷」の一節。「希望とは地上の
道のようなものである。もともと地上
に道はない。歩く人が多くなれば道に
なるのだ」。「道」をつくる人の一人で
ありたいと思っているそうだ。

グランプリ受賞作品「生
いのち

命」
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子どもたちの笑顔いっぱい
つくってあそぼ＆忍たま乱太郎

　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
自
主
文
化
事
業

「
つ
く
っ
て
あ
そ
ぼ
＆
忍
た
ま
乱
太
郎
」

フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ョ
ー
が
７
月
19
日
に
開

催
さ
れ
、
多
く
の
親
子
連
れ
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　
「
つ
く
っ
て
あ
そ
ぼ
」
で
は
、
ワ
ク

ワ
ク（
久
保
田
雅
人
）さ
ん
が
牛
乳
パ
ッ

ク
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
身
近
な
も
の
で

簡
単
に
で
き
る
工
作
を
披
露
。
ま
た
、

「
忍
た
ま
乱
太
郎
」
は
エ
コ
を
テ
ー
マ

に
忍
者
の
た
ま
ご
た
ち
が
会
場
狭
し
と

動
き
回
る
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
で
し
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の
楽
し
い

シ
ョ
ー
に
、
観
客
席
の
子
ど
も
た
ち
か

ら
は
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

夏休みの交流
人吉市・指宿市子ども会交歓会

　

今
年
で
32
回
目
を
迎
え
る
夏
休
み
恒

例
の
人
吉
市
・
指
宿
市
子
ど
も
会
交
歓

会
が
７
月
21
・
22
日
の
両
日
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

指
宿
市
の
小
学
校
５
・
６
年
生
の
参

加
者
38
人
と
人
吉
市
の
子
ど
も
た
ち

は
、
林
間
学
校
跡
で
の
お
迎
え
式
で
顔

を
あ
わ
せ
た
あ
と
球
磨
川
の
ラ
フ
テ
ィ

ン
グ
を
体
験
。
そ
の
後
、
指
宿
市
の
子

ど
も
た
ち
は
人
吉
市
の
家
庭
に
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
し
ま
し
た
。
翌
日
は
石
野
公
園

で
陶
芸
体
験
や
竹
ト
ン
ボ
づ
く
り
を
一

緒
に
楽
し
み
、
す
っ
か
り
仲
良
く
な
っ

た
子
ど
も
た
ち
は
来
年
の
再
会
を
誓
っ

て
い
ま
し
た
。

魅力ある「観光ひとよし」を目指して
人吉温泉観光協会法人化

復習は夏休みのうちに
夏休みリテラシー教室

　

人
吉
温
泉
観
光
協
会
が
一
般
社
団
法

人
と
し
て
６
月
28
日
に
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
任
意
団

体
と
し
て
人
吉
球
磨
地
域
の
観
光
振
興

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
が
、
現
在
の

社
会
情
勢
や
国
の
観
光
施
策
の
転
換
期

に
対
応
し
て
、
組
織
の
強
化
や
戦
略
的

な
観
光
振
興
を
推
進
す
る
こ
と
な
ど
を

目
的
と
し
た
法
人
化
で
す
。
初
代
代
表

理
事
に
就
任
し
た
堀ほ
り
お
け
ん
じ
ろ
う

尾
謙
次
朗
さ
ん
は

「
相
良
７
０
０
年
の
遺
産
を
活
用
し
て
、

九
州
新
幹
線
全
線
開
業
に
対
応
し
た
関

西
へ
の
Ｐ
Ｒ
や
、
外
国
人
観
光
客
受
け

入
れ
態
勢
の
整
備
な
ど
に
全
員
で
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」
と
意
欲
を
語
っ
て

い
ま
し
た
。

　

７
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
市
民

プ
ー
ル
は
、
円
形
プ
ー
ル
と
25
ｍ
プ
ー

ル
、
日
本
水
泳
連
盟
公
認
の
50
ｍ
プ
ー

ル
が
あ
り
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽

し
め
る
夏
の
レ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ッ
ト
で

す
。

　

梅
雨
の
影
響
も
あ
り
入
場
者
が
少
な

い
日
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
梅
雨
明

け
の
７
月
19
日
、
最
高
気
温
32
・
７
℃

を
記
録
し
た
厳
し
い
暑
さ
の
中
、
水
遊

び
を
楽
し
む
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
カ
ラ
フ
ル
な
浮

き
輪
や
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
を
手
に
、
暑
さ

を
吹
き
飛
ば
す
元
気
な
笑
い
声
を
出
し

な
が
ら
水
遊
び
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

人吉出身の偉人たちに学ぶ
生涯学習短期講座「郷土の偉人」

「おとなの味」の感想は？
伝統の味手作り体験塾

親子のふれあいと地域交流
七地町子ども会「陶芸体験」

　

７
月
10
日
、
人
吉
が
生
ん
だ
日
本
史

に
残
る
偉
人
た
ち
に
注
目
し
た
人
吉
生

涯
学
習
短
期
講
座
「
郷
土
の
偉
人
」
が

開
催
。
明
治
・
大
正
・
昭
和
３
天
皇
の

歯
科
侍じ

い医
を
し
た
「
じ
ゅ
う
ぐ
り
っ
と

先
生
」
こ
と
一い

ち
の
い
ま
さ
つ
ね

井
正
典
氏
に
つ
い
て
、

郷
土
史
家
の
渋
谷
敦あ

つ
しさ
ん
に
よ
る
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。
貧
乏
生
活
を
経
て
渡

米
。
努
力
の
末
、
日
本
人
で
初
め
て
ア

メ
リ
カ
の
歯
科
医
師
に
、
さ
ら
に
は
帰

国
後
、
歯
科
侍
医
に
な
っ
た
生
涯
に
ふ

れ
「
正
典
の
芯
の
強
さ
、
誠
実
さ
は
国

境
を
超
え
、
民
族
を
超
え
愛
さ
れ
た
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
17
日
に
は
、

人
吉
藩
校
初
代
教
授
「
東ひ
が
し
は
く
は
つ

白
髪
」
に
つ

い
て
の
講
演
も
あ
り
ま
し
た
。

夏本番！楽しい水遊び
人吉市民プール

　

７
月
21
日
か
ら
30
日
ま
で
、
市
内
の
小
学
３
年
生
を
対
象
と
し
た
夏
休
み
リ

テ
ラ
シ
ー
（
読
み
・
書
き
・
計
算
）
教
室
が
開
催
さ
れ
、
希
望
者
１
６
１
人
が

参
加
。
入
学
時
か
ら
３
年
生
の
１
学
期
ま
で
の
学
習
内
容
を
復
習
し
ま
し
た
。

指
導
者
は
退
職
さ
れ
た
先
生
方
で
す
。　

　

西
瀬
小
学
校
で
は
開
校
式
が
あ
り
、
19
人
が
参
加
。
永
田
校
長
先
生
か
ら
の

あ
い
さ
つ
な
ど
の
後
、
さ
っ
そ
く
漢
字
の
書
き
取
り
に
挑
戦
。
指
導
者
の
先
生

　

７
月
18
日
、
石
野
公
園
の
展
望
所
で

七
地
町
の
子
ど
も
会
に
よ
る
陶
芸
体
験

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
親
子
の
ふ
れ
あ

い
と
地
域
の
交
流
を
目
的
に
し
た
も
の

で
す
。

　

体
験
に
は
親
子
の
ほ
か
、
町
内
会
や

老
人
会
か
ら
も
参
加
が
あ
り
、「
た
た

ら
」
と
い
う
技
法
で
作
る
コ
ッ
プ
作
り

に
挑
戦
。
暑
い
室
内
で
汗
を
ぬ
ぐ
い
な

が
ら
、
作
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
参

加
し
た
小
学
生
の
女
の
子
は
「
難
し

か
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
。
ま
た
や
り

た
い
」
と
自
作
の
コ
ッ
プ
を
前
に
満
足

げ
。
で
き
た
作
品
は
８
月
中
に
焼
き
あ

が
り
、
子
ど
も
た
ち
の
夏
休
み
の
作
品

に
な
る
そ
う
で
す
。

　

７
月
18
日
、
青
井
阿
蘇
神
社
で
第
１

回
伝
統
の
味
作
り
体
験
塾
が
開
催
さ
れ

約
40
人
の
親
子
・
関
係
者
が
、
ゆ
ず
ご

し
ょ
う
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

ゆ
ず
の
皮
と
唐
辛
子
な
ど
を
す
り
ば

ち
に
入
れ
た
後
、
子
ど
も
た
ち
は
慣
れ

な
い
手
つ
き
で
す
り
こ
ぎ
で
す
り
あ
わ

せ
、
ゆ
ず
ご
し
ょ
う
が
完
成
。
で
き
あ

が
っ
た
ゆ
ず
ご
し
ょ
う
を
ひ
と
な
め
し

て
「
か
ら
い
」「
ぴ
り
ぴ
り
す
る
」「
お

い
し
い
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
感
想
を
言

い
合
っ
て
い
ま
し
た
。
中
に
は
あ
ま
り

の
辛
さ
に
舌
を
出
し
て
目
に
は
涙
を
た

め
る
子
ど
も
も
。
こ
の
日
は
ほ
か
に
モ

モ
の
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
や
お
に
ぎ
り
も
作

り
ま
し
た
。

か
ら
「
字
が
き
れ

い
だ
ね
」
と
ほ
め

ら
れ
、
う
れ
し
そ

う
に
照
れ
る
児
童

も
。
初
日
は
１
年

生
の
内
容
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
み

ん
な
次
々
と
答
え

を
書
き
込
ん
で
い

ま
し
た
。
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社
会
教
育
委
員
の
み
な
さ
ん
で
す
！
２
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
す
！

　

社
会
教
育
委
員
と
は
、
学
校
教
育
お
よ
び
家
庭
教
育
、
社
会
教
育
関
係
者
や
学
識
経
験
者
の
中
か
ら
市
教
育
委
員
会
が
委
嘱
す
る
も
の
で
、
社
会
教
育
に
関
す
る
諸
計
画
の
立
案
や
教
育

委
員
会
の
諮し

も
ん問
に
応
じ
、
意
見
を
述
べ
た
り
、
必
要
な
調
査
研
究
な
ど
を
行
う
方
た
ち
で
す
。
任
期
は
、
平
成
22
・
23
年
度
の
２
年
間
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

井
い で

手 桂
けい こ

子さん
北泉田町
家庭教育関係

堀
ほりの

野 健
けんいちろう

一郎さん
上原田町
学識経験者

松
まつもり

森 美
みつ る

鶴さん
願成寺町
学識経験者

渕
ふちた

田 照
てる よ

代さん
紺屋町
学識経験者

豊
とよなが

永 國
くによし

良さん
西間下町
学識経験者

有
ありま

馬 宏
ひろあき

昭さん
下城本町
学識経験者

神
こうのせ

瀬 文
ふみ お

夫さん
下漆田町
学識経験者

高
たかみ

見 信
のぶよし

義さん
下戸越町
学識経験者

大
おおたけ

竹 チヨカさん
西間下町

社会教育関係

多
た き た

喜田 友
ともみつ

光さん
東間上町
社会教育関係

笹
ささもと

本 勝
かつよし

義さん
瓦屋町

社会教育関係

田
たがみ

上 明
あきひと

仁さん
矢黒町

社会教育関係

和
わ だ

田 羚
れい こ

子さん
鬼木町

社会教育関係

松
まつなが

永 筆
ふで こ

子さん
西間上町
社会教育関係

山
やまぐち

口 辰
たつ お

夫さん
下戸越町
社会教育関係

土
つちや

屋 歳
としあき

明さん
矢黒町

社会教育関係

春
はるき

木 久
ひさ え

江さん
田町

家庭教育関係

末
すえつぐ

次 美
み よ

代さん
人吉東小学校
学校教育関係

桑
くわはら

原 弘
ひろゆき

幸さん
第三中学校
学校教育関係

林
はやしだ

田 雄
ゆう じ

二さん
人吉高等学校
学校教育関係

期 日 内 容 講 師
中 央 幼 稚 園 11月13日（土） 親子調理実習 岩井 幸

さち

氏

おこば保育園 平成 23年１月29日（土） 演題「食の大切さと排便の大切さ」 豊田 裕
ゆ き こ

輝子氏
（高野病院管理栄養士）

中 原 保 育 園 11月27日（土） 未定 西
にしい

飯 政人氏
（日本総合音楽研究所東北社統括）

林 保 育 園 平成 23年２月５日（土） 童謡コンサート 星野 ひな子（KK童謡）
人 吉 乳 児 園 平成 23年１月15日（土） 親子調理実習 未定
人吉西小学校 11月27日（土） 演題「ようこそ先輩」 未定
東 間 小 学 校 12月９日（木） 親子音楽鑑賞会 吉

きっかわ

川 よしひろ氏（チェリスト）

西 瀬 小 学 校
９月３日（金） 演題「PTA活動に携わってきて」 蓑田 淳

あつ み

美氏
（県 PTA連合会副会長）

10月７日（木） 演題「脳を育む生活リズム」 上
じょうどい

土井 貴子氏
（熊大付属病院発達小児科助教授）

中 原 小 学 校 11月 親子ピアノコンサート 月足 さおり氏（ピアニスト）
第 一 中 学 校 12月中旬 思春期における心身の変化と子育て 未定

第 二 中 学 校 11月20日（土） 特別支援教育の啓発 岡田 稔
としひさ

久氏
（くまもと発育クリニック院長）

第 三 中 学 校 10月中旬 演題「子育てについて」 未定

平成 22年度家庭教育学級の開講（８月以降開講分）
　家庭教育の推進を図るため、市内の幼稚園・保育園から６園、小学校から４校、中学校から３校を指定し、保護者
を対象とした家庭教育学級を次のとおり開講します。
問合せ　市社会教育課生涯学習係（☎２２‒２１１１内線５２３７）

第
57
回　

人
吉
球
磨
総
合
美
展

作
品
募
集

展
示
期
間　

10
月
23
日（
土
）〜
28
日（
木
）

※
厳
正
な
る
審
査
の
う
え
、
入
賞
、
入
選

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

展
示
場
所　

ス
ポ
ー
ツ
パ
レ
ス
大
ア
リ
ー

ナ部
門　

絵
画
・
デ
ザ
イ
ン
・
彫
刻
・
書
道
・

工
芸
・
写
真
の
各
部
門

申
込
方
法　

市
文
化
振
興
課
備
え
付
け
の

申
込
用
紙
に
記
入
し
、
作
品
と
一
緒
に
ス

ポ
ー
ツ
パ
レ
ス
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
な

お
、
申
込
用
紙
は
受
付
当
日
会
場
で
記
入

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

作
品
受
付　

10
月
16
日
（
土
）・
17
日
（
日
）

の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
17
日
は
午
後

３
時
ま
で
）

そ
の
ほ
か　

詳
し
い
要
項
・
申
込
用
紙
な

ど
が
必
要
な
方
は
、
左
記
事
務
局
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
過
去
３

年
以
内
に
出
品
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
８

月
上
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

問
合
せ　

人
吉
球
磨
総
合
美
展
運
営
委
員

会
事
務
局
（
市
文
化
振
興
課
内
）

☎
㉒
２
１
１
１
内
線
１
３
０
３　

℻  
㉒

２
１
３
４　

〒
８
６
８‒

８
６
０
１ 

人
吉

市
麓
町
16

※昨年の作品です
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↓点線に沿って切り取ってください

８ ６ ８ ８ ６ ０ １

人吉市役所秘書課
　　広報広聴係　行

◉ご住所

お手数ですが
50 円切手を
お貼りください

電話（　　　　）　　　　－

◉ご氏名

フリガナ

年齢：　　　歳　　性別：　男 ・ 女

◉ ペンネーム・イニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます

P O S T 　 C A R D

　このポストカードは、
みなさんからのおたより
（P.27）のコーナーへのおた
より（広報ひとよしへの感
想や人吉への思い、身近な
出来事など）にお使い下さ
い。官製はがきや封書、メー
ルでのおたよりも大歓迎で
す。お待ちしています。
メール
info@city.hitoyoshi.lg.jp

情報ひろば
あなたの暮らしに役立つ情報をお届けします

（No.920/2010.08）

お
知
ら
せ

お
盆
の
ご
み
収
集
は

通
常
通
り
で
す

犬
童
球
渓
顕
彰
音
楽
祭
個
人

コ
ン
ク
ー
ル
予
選
を
延
期

高
齢
者
の
た
め
の

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

市役所（代表） ☎22－２１１１

カルチャーパレス ☎24－３３１０ スポーツパレス ☎22－１６８８ 水 道 局 ☎22－５４９７

保 健 セ ン タ ー ☎24－８４２０ 石 野 公 園 ☎22－６７００ 人吉城歴史館 ☎22－２３２４

　

８
月
21
日
（
土
）・
22
日
（
日
）

に
予
定
し
て
い
た
「
個
人
コ
ン

ク
ー
ル
」
予
選
は
、
口
蹄
疫
の
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
次
の
日
程

に
延
期
に
な
り
ま
し
た
。

【
予
選
・
独
奏
】

〈
小
学
生
〉

10
月
２
日
（
土
）
午
前
９
時
か
ら

〈
中
学
・
高
校
生
〉

10
月
２
日
（
土
）
午
後
１
時
か
ら

【
予
選
・
独
唱
】

〈
中
学
・
高
校
生
〉

○
８
月
13
日
（
金
）
＝
「
金
曜
日

が
収
集
日
と
な
っ
て
い
る
地
区
」

の
収
集
を
行
い
ま
す
。

◯
８
月
14
日
（
土
）
＝
ご
み
の
収

集
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◯
８
月
15
日
（
日
）
＝
ご
み
の
収

集
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
人
吉
球
磨

ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
に
は
直
接
持
ち

込
め
ま
す
。（
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
・
有
料
）

※
16
日
（
月
）
以
降
も
通
常
日
程

ど
お
り
収
集
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ　

市
環
境
課
廃
棄
物
対
策

係

　

緊
急
通
報
シ
ス

テ
ム
と
は
、
高
齢

者
の
方
が
急
病
に

か
か
っ
た
時
や
災

害
な
ど
の
緊
急
時
に
ボ
タ
ン
を
押

す
と
、
安
全
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
が

行
き
、
救
急
車
の
出
動
要
請
な
ど

迅
速
な
対
応
を
行
う
シ
ス
テ
ム
で

す
。

　

市
高
齢
者
支
援
課
で
は
、
こ
の

装
置
を
高
齢
者
に
貸
し
出
す
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

貸
出
対
象
者　

●
介
護
保
険
法
の

規
定
に
よ
り
要
支
援
・
要
介
護
の

認
定
を
受
け
て
い
る
一
人
暮
ら
し

の
方
。
●
脳
血
管
疾
患
、
心
疾
患

な
ど
発
作
や
急
変
を
起
こ
す
疾
患

を
お
持
ち
の
一
人
暮
ら
し
の
方
。

●
寝
た
き
り
の
高
齢
者
を
か
か
え

る
高
齢
者
の
み
の
世
帯
で
あ
っ

て
、
介
護
者
が
病
弱
で
あ
る
世
帯

の
方
。

費
用
な
ど　

利
用
さ
れ
る
世
帯
の

方
の
市
民
税
額
に
応
じ
て
負
担
額

が
異
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

市
高
齢
者
支
援
課
高
齢

福
祉
係

10
月
３
日
（
日
）
午
前
10
時
か
ら

【
本
選
（
独
奏
・
独
唱
）】

11
月
13
日
（
土
）
午
前
９
時
30
分

か
ら

問
合
せ　

市
文
化
振
興
課
文
化
係

「人吉市民まちづくり応援事業」スタート！！

みなさんのまちづくりを応援します
　

市
民
活
動
団
体
や
自
治
組
織
な

ど
で
取
り
組
む
「
新
た
な
ま
ち
づ

く
り
事
業
」
費
用
の
一
部
を
市
が

助
成
す
る
「
人
吉
市
民
ま
ち
づ
く

り
応
援
事
業
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

申
請
で
き
る
団
体

　

市
内
に
活
動
拠
点
や
実
体
が
あ

る
２
人
以
上
の
団
体
で
、
そ
の
過

半
数
が
市
内
に
住
所
が
あ
る
方
で

構
成
さ
れ
て
い
る
団
体
。

※
そ
の
ほ
か
に
も
要
件
が
あ
り
ま

す
の
で
申
請
前
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
請
方
法　

申
請
書
と
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
市
地
域
生
活
課
に
備
え

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
で
詳
細
を
確
認
の
う
え
所

定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
必
要
書
類
を
添
え
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。（
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

と
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

※
申
請
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

申
請
・
問
合
せ　

市
地
域
生
活
課

協
働
推
進
係
（
☎
㉒
２
１
１
１
内

線
２
１
１
１
・
２
１
１
２
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.city.hitoyoshi.

lg.jp/

対象事業

事業名 事業内容 対象事業例 助成率 助成
限度額

地域づくり事業

地域元気づくり事業

市全体の地域福祉、文化、ス
ポーツ、産業振興など「活力
ある地域づくり」に取り組む
事業

各分野でのイベント、
シンポジウム、講演
会、コンサートなど

⅔   以内 200万円

地域文化事業
地域文化向上を目的とした文
化的事業や伝統文化を伝承・
継承するための事業

伝統行事の復活など

協働推進事業 もやい事業

一部地域での環境美化、防犯・
防災、健康増進活動などとも
に支え助け合う地域コミュニ
ティの活性化・再生をめざす
事業

花いっぱい運動、自
主防災活動、世代間
交流活動など

⅘   以内 10万円

※上記事業の申請をするためには、下記①～⑩のすべてにあてはまる必要があります。
①申請団体が自ら企画・立案・実施する新規の事業
②市民の福祉向上及び利益の増進に寄与することが明白な事業
③実施効果の範囲が、最終的に申請団体の構成員に限定されない事業
④実施計画及び成果が明確に定められており、その成果が市の政策や市民のニー
ズに合致している事業

⑤営利目的や宗教活動、政治活動などではない事業
⑥従来から行われているまつり、運動会、交流会、祝賀会などの継続的事業では
ない事業

⑦国または地方公共団体との共催ではない事業
⑧国や地方公共団体などから給付を受けていない事業
⑨一切の法令等に違反しない事業
⑩助成を受けた年度内に終了する事業
【注意事項】
・「地域づくり事業」は事業を行うおおむね６か月以上前、「協働推進事業」はお
おむね３か月以上前に申請してください。
・同一団体の同一事業に複数回の助成はできません。１回限りの助成になります。
・事業がすでに開始または終了している場合、助成申請はできません。
・助成金は事業終了後に事業実績報告書が提出されてから交付します。
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↓点線に沿って切り取ってください

消
費
生
活
問
題
を
は
じ
め
、
借
金
問

題
、
家
庭
問
題
な
ど
く
ら
し
の
な
ん

で
も
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
市
民
課
く
ら
し
安
心

相
談
係

人
吉
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

募　
　

集

〝
ハ
ロ
ー
〞
か
ら
始
ま
る

ふ
れ
あ
い
in
人
吉 
夏
休
み
編

平
和
を
祈
っ
て
黙
祷
を

８
月
の
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

１
㈰
鹿
目
の
滝
ま
つ
り

２
㈪
広
報
配
布
、〝
か
が
や
き
〞
づ
く
り

ト
ー
ク
（
宝
来
町
）

３
㈫
英
語
で
遊
ぼ
う
！
（
九
ち
ゃ
ん
ク

ラ
ブ
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」）

4
㈬
〝
か
が
や
き
〞づ
く
り
ト
ー
ク（
中
神
町
段
）

５
㈭

６
㈮

７
㈯
永
国
寺
ゆ
う
れ
い
ま
つ
り

８
㈰

９
㈪

10
㈫
も
の
忘
れ
相
談
（
市
役
所
）

11
㈬

12
㈭
地
域
学
講
座
「
交
通
に
つ
い
て
」

（
東
西
コ
ミ
セ
ン
）

13
㈮

14
㈯

15
㈰

16
㈪
広
報
配
布

17
㈫
無
料
法
律
相
談
（
市
役
所
）

18
㈬
〝
か
が
や
き
〞
づ
く
り
ト
ー
ク

（
下
林
町
前
村
）

19
㈭
地
域
学
講
座
「
食
文
化
に
つ
い
て
」

（
東
西
コ
ミ
セ
ン
）

20
㈮

21
㈯

22
㈰
東
校
区
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

（
チ
サ
ン
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
）

23
㈪

24
㈫

25
㈬
市
民
と
市
議
会
と
の
意
見
交
換
会
（
市
役
所
）

26
㈭
地
域
学
講
座
「
風
習
・
行
事
に
つ

い
て
」（
東
西
コ
ミ
セ
ン
）

27
㈮
地
域
消
費
生
活
リ
レ
ー
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
（
球
磨
地
域
振
興
局
）

28
㈯

29
㈰
み
ん
な
し
あ
わ
せ
☆
ス
マ
イ
ル
フ
ェ
ス
タ
（
SP
）

30
㈪

31
㈫

※CP：カルチャーパレス、SP：スポーツパレス

催 

し 

物

　

本
年
、
被
爆
65
周
年
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
８
月
６
日
に
は
広
島

市
で
、
９
日
に
は
長
崎
市
で
、
慰

霊
な
ら
び
に
平
和
祈
念
の
式
典
が

挙
行
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
15
日
に

は
全
国
戦
没
者
追
悼
式
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

原
爆
死
没
者
の
め
い
福
と
世
界

恒
久
平
和
の
実
現
を
祈
念
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ご
家
庭
や
職
場
に
お
い

て
1
分
間
の
黙
と
う
を
お
願
い
し

ま
す
。

◆
８
月
６
日
（
金
）
午
前
８
時
15
分

◆
８
月
９
日
（
月
）
午
前
11
時
２
分

◆
８
月
15
日
（
日
）
正
午

問
合
せ　

市
福
祉
課
福
祉
政
策
係

　

人
吉
市
国
際
交
流
協
会
と
市
教

育
委
員
会
で
は
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国

語
指
導
助
手
）
と
の
交
流
事
業
を

開
催
し
ま
す
。

　

世
界
の
様
々
な
国
か
ら
来
日
し

て
い
る
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
、
英
語
は
も
ち

ろ
ん
、
ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
し
て
、

外
国
の
文
化
や
習
慣
を
わ
か
り
や

す
く
紹
介
し
ま
す
。
外
国
を
身
近

に
感
じ
な
が
ら
世
界
に
目
を
向

け
、
異
な
る
文
化
な
ど
へ
の
理
解

を
深
め
る
絶
好
の
機
会
で
す
。
た

く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。（
送
迎
を
さ
れ
る
保
護

者
な
ど
の
参
観
も
で
き
ま
す
）

★
警
察
官
Ｂ
（
男
性
・
女
性
）

受
験
資
格　

①
昭
和
58
年
４
月
２

日
〜
平
成
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
方 

（
た
だ
し
、
学
校
教
育
法
に

よ
る
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
）

を
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
方

を
除
く
）

受
付
期
間　

８
月
９
日
（
月
）
〜

27
日
（
金
）

試
験
日　

10
月
17
日
（
日
）

試
験
内
容　

教
養
、
作
文

試
験
地　

熊
本
市

★
警
察
事
務

受
験
資
格　

①
平
成
元
年
４
月
２

日
〜
平
成
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
方
（
た
だ
し
、
学
校
教
育
法
に

よ
る
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
）

を
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
方

を
除
く
）

受
付
期
間　

８
月
９
日
（
月
）
〜

27
日
（
金
）

試
験
日　

９
月
26
日
（
日
）

試
験
内
容　

教
養
、
適
正

試
験
地　

熊
本
市

問
合
せ　

人
吉
警
察
署
総
務
課

（
☎
㉔
４
１
１
０
内
線
２
１
１
）

試　
　

験

熊
本
県
警
察
職
員
採
用
試
験

Ｐ
Ｃ
Ｂ
分
析
委
託
費
用
を

補
助
し
ま
す

　

県
で
は
、
事
業
者
が
実
施
す
る

Ｐ
Ｃ
Ｂ（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
）

が
混
入
し
て
い
る
か
把
握
す
る
た

め
の
検
査
に
か
か
る
費
用
の
一
部

を
補
助
し
て
い
ま
す
。

対
象
者　

県
内
に
補
助
対
象
器
を

保
有
し
て
い
る
民
間
事
業
者
ま
た

は
個
人
で
、
補
助
対
象
器
の
絶
縁

油
中
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
濃
度
を
把
握
す
る

た
め
に
分
析
な
ど
を
委
託
す
る
方

対
象
器　

微
量
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
む
お

そ
れ
の
あ
る
廃
電
気
機
器
な
ど
で

次
に
該
当
す
る
も
の

①
銘
板
が
な
い
ト
ラ
ン
ス
な
ど

（
メ
ー
カ
ー
、
形
式
が
不
明
）

②
製
造
メ
ー
カ
ー
か
ら
「
Ｐ
Ｃ
Ｂ

含
有
無
し
」
の
確
認
を
受
け
ら
れ

な
い
ト
ラ
ン
ス
な
ど

対
象
経
費　

補
助
対
象
機
器
の
Ｐ

Ｃ
Ｂ
分
析
委
託
費
用

補
助
額　

１
検
体
ご
と
に
、
検
査

費
用
に
２
分
の
１
を
乗
じ
た
額

（
上
限
２
万
４
０
０
円
）

受
付
締
切　

８
月
31
日
（
火
）

問
合
せ　

県
廃
棄
物
対
策
課
（
☎

０
９
６‒

３
８
３‒

１
１
１
１
内
線

７
３
７
０
）

日
程　

８
月
19
日
（
木
）・
20
日

（
金
）

時
間　

午
後
１
時
〜
４
時

会
場　

東
西
コ
ミ
セ
ン
２
階
会
議

室対
象　

市
内
在
住
の
小
学
4
〜
6

年
生

参
加
料　

無
料

講
師　

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
５
人
程
度
）

申
込
要
件　

・
２
日
間
と
も
参
加

で
き
る
こ
と
・
保
護
者
な
ど
が
会

場
ま
で
送
迎
す
る
こ
と

募
集
人
数　

30
人
程
度
（
応
募
多

数
の
場
合
は
、
先
着
順
）

申
込
期
限　

８
月
12
日
（
木
）

申
込
方
法　

申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
左
記
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
、
市
企

画
課
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

市
企
画
課
内
人

吉
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

中
高
年
の
お
も
し
ろ

パ
ソ
コ
ン
講
座

日
程　

９
月
16
日
（
木
）
〜
10
月

21
日
（
木
）
ま
で
の
毎
週
火
曜
・

木
曜
日
（
９
月
23
日
を
除
く
）

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分場
所　

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー
パ
ソ
コ
ン
教
室

内
容　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
メ
ー

西
瀬
校
区

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

　

球
磨
川
沿
い
を
楽
し
く
歩
き
ま

せ
ん
か
？

期
日　

９
月
５
日
（
日
）

　
　
　

※
小
雨
決
行

時
間　

受
付
＝
午
前
6
時
30
分
〜

　
　
　

開
会
＝
午
前
6
時
45
分

集
合
場
所　

西
瀬
コ
ミ
セ
ン

※
駐
車
場
の
関
係
上
、
で
き
る
だ

け
乗
り
合
わ
せ
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

対
象
者　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
）

コ
ー
ス

う
さ
ぎ
さ
ん
＝
約
4.5
㎞

か
め
さ
ん
＝
約
3.5
㎞

参
加
費　

無
料
（
参
加
さ
れ
た
方

に
は
参
加
賞
を
用
意
し
て
い
ま

す
）

申
込
締
切　

8
月
27
日
（
金
）

申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
歩
く
コ
ー
ス
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

市
保
健
セ

ン
タ
ー
健
康
増
進
係
（
☎
㉔

８
０
１
０ 

℻  
㉔
８
５
４
６
）

じ
ゅ
ぐ
り
っ
と
マ
ー
チ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

　

文
化
財
を
め
ぐ
り
な
が
ら
身
体

も
心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん

か
？

期
日　

９
月
23
日
（
木
）
秋
分
の

日
※
小
雨
決
行

受
付　

５
㎞
＝
午
前
９
時
〜
／
10

㎞
＝
午
前
８
時
30
分
〜
／
20
㎞
＝

午
前
７
時
30
分
〜

出
発
式　

５
㎞
＝
午
前
９
時
40
分

／
10
㎞
＝
午
前
９
時
10
分
／
20
㎞

＝
午
前
８
時
10
分

集
合
場
所　

ふ
る
さ
と
歴
史
の
広

場対
象
者　

健
康
な
方
（
小
学
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
）

参
加
費　

３
０
０
円

携
行
品　

水
筒
・
マ
イ
コ
ッ
プ
・

昼
食
・
そ
の
ほ
か
必
要
な
も
の

申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
歩
く
コ
ー
ス
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

９
月
10
日
（
金
）

申
込
・
問
合
せ　

じ
ゅ
ぐ
り
っ

と
マ
ー
チ
事
務
局
（
市
保
健

セ
ン
タ
ー
健
康
増
進
係
☎
㉔

８
０
１
０
・
℻  
㉔
８
５
４
６
）

採
用
人
員

▼
一
般
職
員
＝
５
人
程
度

▼
救
急
救
命
士
＝
2
人
程
度

受
験
資
格　

①
高
等
学
校
卒
業

（
見
込
）
の
方
ま
た
は
こ
れ
と
同

等
以
上
の
学
歴
を
有
す
る
方　

②

▼
一
般
職
員
＝
昭
和
61
年
４
月
２

日
〜
平
成
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
方 

▼
救
急
救
命
士
＝
昭
和
59

年
４
月
２
日
〜
平
成
５
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
方　

③
救
急
救
命
士

の
資
格
を
有
す
る
方
（
救
急
救
命

士
の
み
。
取
得
見
込
み
は
受
験
で

き
ま
せ
ん
。
一
般
職
員
を
受
験
し

て
く
だ
さ
い
）

採
用
予
定　

平
成
23
年
4
月
1
日

申
込
方
法　

消
防
本
部
総
務
課
備

え
付
け
の
「
採
用
試
験
申
込
書
・

受
験
票
」
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
写
真
（
申
し
込
み
３
か
月
以

内
の
も
の
）
を
貼
り
、
申
し
込
み

先
に
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

一
次
試
験
日　

９
月
19
日
（
日
）

時
間　

午
前
８
時
30
分
か
ら

受
付
締
切　

８
月
13
日
（
金
）

申
込
・
問
合
せ　

人
吉
下
球
磨
消

防
組
合
消
防
本
部
総
務
課
（
☎
㉒

５
２
４
１
）

人
吉
下
球
磨
消
防
組
合

職
員
採
用
試
験

ル
送
信
、デ
ジ
カ
メ
編
集
な
ど（
筆

記
用
具
・
デ
ジ
カ
メ
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
）

対
象
者　

人
吉
球
磨
在
住
の
原
則

60
歳
以
上
の
方

定
員　

20
人
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
）

受
講
料　

６
千
円
（
別
途
テ
キ
ス

ト
代
千
円
が
必
要
）

申
込
方
法　

受
講
料
・
テ
キ
ス
ト

代
を
添
え
て
、
申
込
先
へ
直
接
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

８
月
31
日
（
火
）

申
込
・
問
合
せ　

人
吉
球
磨

能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
（
☎
㉒

２
４
７
５
）
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会員証を提示すると
協賛事業所から会員
特典が受けられます はい、こちら

消費生活
センター

です
人吉市消費生活センター
☎２２‒２１１１内線1215・1216

Consumption life center

市社会教育課市社会教育課

詳細は市ホームページから

み
ぢ
か
な
こ
と
か
ら
エ
コ
講
座

市
環
境
課

検 索ラッソ で検索！

よ
か
ば
い
！

こ
の
本

こ
の
本

市図書館
（☎㉔３５１8）

改
正
貸
金
業
法
が
６
月
18
日
に　

　
　
　
　

完
全
施
行
さ
れ
ま
し
た

　

借
り
入
れ
の
ル
ー
ル
が
大
き
く
変
わ
り

ま
し
た
。
貸
金
業
法
に
関
す
る
「
よ
く
あ

る
質
問
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

Q1　

こ
れ
ま
で
き
ち
ん
と
返
済
し
て
き
た

の
に
、
ど
う
し
て
急
に
借
り
ら
れ
な
く

な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
借
り
過
ぎ
・
貸
し
過
ぎ
を
防
ぐ
た

め
、
法
律
が
変
わ
り
ま
し
た
。
こ

の
た
め
、「
年
収
の
３
分
の
１
」
を
超
え

る
新
規
の
借
り
入
れ
は
で
き
な
く
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
借
り
入
れ
の
金
額
に
よ
っ

て
は
、年
収
を
証
明
す
る
書
類
が
な
い
と
、

借
り
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

Q2　
「
年
収
の
３
分
の
１
」
を
超
え
る
借

り
入
れ
が
あ
る
と
、
超
え
て
い
る
分
を
す

ぐ
に
返
さ
な
い
と
い
け
な
い
の
で
す
か
？

Ａ
い
い
え
。
契
約
の
と
お
り
返
済
す

れ
ば
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し

「
年
収
の
３
分
の
１
」
を
超
え
る
新
規
の

借
り
入
れ
は
で
き
ま
せ
ん
。

Q3　

専
業
主
婦
（
主
夫
）
の
場
合
は
、
ど

う
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
？

Ａ
配
偶
者
の
同
意
を
得
る
と
、
借
り

入
れ
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
際
は
、
配
偶
者
の
年
収
を
証
明

す
る
書
類
、
借
り
入
れ
に
つ
い
て
の
配
偶

者
の
同
意
書
な
ど
が
必
要
で
す
。

Q4　

金
利
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

Ａ
６
月
18
日
か
ら
の
貸
し
付
け
は
、

借
入
金
額
に
応
じ
て
15
〜
20
％
に

な
り
ま
す
。

困
っ
て
も
あ
せ
ら
な
い
で
！

　

ヤ
ミ
金
融
か
ら
は
絶
対
に
借
り
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
多
重
債
務
で
悩
ん
で

い
る
方
は
生
活
再
生
の
た
め
借
金
の
整
理

を
し
ま
し
ょ
う
。
早
め
に
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

＊
８
月
の
休
館
日
は
、
２
日
・
９
日
・
16
日
・
23
日
・

30
日
で
す
。

《児童》クックル
～ひかりのみち～

　

北
海
道
南
西
部
の
と
あ
る
町
。
そ
こ
の
小
さ
な
鉄

工
所
に
、
財
政
破
た
ん
寸
前
の
町
の
生
き
残
り
を
か

け
、「
風
車
」
建
設
の
依
頼
が
き
た
。
予
算
・
技
術
・

人
手
不
足
の
中
、
風
車
の
製
作
が
は
じ
ま
る
。
地
域

と
家
族
の
再
生
を
か
け
た
物
語
で
す
。

　

わ
た
し
と
弟
の
あ
ゆ
む
は
「
か
く
れ
ん
ぼ
」
を
し
て
い

て
大
き
な
あ
な
に
と
び
こ
み
ま
し
た
。
き
が
つ
く
と
、
み

た
こ
と
も
な
い
も
り
の
な
か
で
、
ま
ん
ま
る
い
、
け
の
ふ

さ
ふ
さ
し
た
、
ひ
と
な
つ
っ
こ
い
、
い
き
も
の
に
で
あ
い

ま
し
た
…
。
心
が
と
て
も
あ
た
た
か
く
な
る
絵
本
で
す
。

《一般》
風をつかまえて

高
たかしま

嶋 哲
てつ お

夫 著
あいはら ひろゆき 文
下
しもだ

田 冬
ふゆ こ

子 絵

　

総
合
型
ク
ラ
ブ
を
支
え
る
資
金
と
し
て
は
個
人
の
年

会
費
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
（
ｔト

ト

ｏ
ｔ
ｏ
）
の
助
成
金

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
支
え
る
能
力
と
し
て
は
、
14
教

室
の
先
生
方
の
指
導
力
、
あ
る
い
は
ク
ラ
ブ
を
運
営
し

て
い
く
運
営
委
員
の
企
画
力
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
加
え
て
、
た
だ
い
ま
取
り
組
ん
で
い
る
の

が
ク
ラ
ブ
理
念
に
賛
同
す
る
事
業
所
（
お
店
）
の
協
賛

店
の
募
集
で
す
。
お
金
だ
け
で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な

サ
ー
ビ
ス
を
会
員
に
提
供
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
ク
ラ

ブ
運
営
を
側
面
か
ら
支
援
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
会
員
と
お
店
の
絆
と
な

り
、「
ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進
に
役
立
つ
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。
こ
の
件
に
関
心
が
あ
る
方
は
、
遠
慮
な
く

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ（
総
合
型
ク
ラ
ブ
）「
カ

ル
ヴ
ァ
ー
リ
ョ
・
ラ
ッ
ソ
人
吉
」
の
お
知
ら
せ
窓
口
で
す
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
「
カ
ル
ヴ
ァ
ー
リ
ョ
」
は
「
樫
（
か
し
）」

「
ラ
ッ
ソ
」
は
「
絆
（
き
ず
な
）」
と
い
う
意
味
で
す
。

　

誰
も
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
を
楽
し
み
、

「
ひ
と
づ
く
り
」・「
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
こ
と

を
ク
ラ
ブ
の
理
念
と
し
て
い
ま
す
。

今
月
は
「
事
業
所
協
賛
」
で
す

Vol.14

　

夏
本
番
が
や
っ
て
き
ま
し
た
！
皆
さ
ん
、
暑
く
て

食
べ
物
が
腐
り
や
す
い
か
ら
…
と
い
っ
て
冷
蔵
庫
に

た
く
さ
ん
の
も
の
を
詰
め
込
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

た
だ
で
さ
え
冷
蔵
庫
に
電
気
代
が
か
か
っ
て
し
ま
う

夏
、
冷
蔵
庫
の
中
を
効
率
よ
く
冷
や
し
て
電
気
代
を

節
約
し
ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト

①
冷
蔵
庫
の
中
を
整
理
整
頓

食
品
を
詰
め
込
み
す
ぎ
る
と
、
冷
気
の
流
れ
が
悪

く
な
っ
て
余
分
な
電
気
を
消
費
し
て
し
ま
い
ま

す
。
未
開
封
な
ら
常
温
で
保
管
で
き
る
も
の
ま
で

入
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

②
冷
蔵
庫
の
開
閉
は
少
な
め
に

開
閉
が
多
い
と
そ
の
分
冷
気
が
逃
げ
て
し
ま
い
ま

す
。
よ
く
使
う
も
の
は
、
定
位
置
に
置
い
て
お
く

と
探
さ
な
く
て
も
す
む
の
で
、
す
ば
や
く
開
閉
で

き
ま
す
。

③
冷
蔵
庫
は
壁
か
ら
離
し
て
置
く

冷
蔵
庫
の
側
面
を
触
っ
て
み
る
と
熱
く
あ
り
ま
せ

ん
か
？
周
囲
に
十
分
な
隙
間
が
な
い
と
、
熱
を
放

出
で
き
ず
に
、
冷
や
す
た
め
の
電
気
が
余
分
に
必

要
と
な
り
ま
す
。
直
射
日
光
が
あ
た
る
場
所
や
コ

ン
ロ
の
近
く
な
ど
熱
く
な
り
そ
う
な
場
所
に
も
置

か
な
い
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

冷
蔵
庫
を
効
率
よ
く
！

団員の所属事業所

釜田醸造所 和食乃
サンループ

清流山水花
あゆの里

宮山時計店 人吉商連 シューズセンター
ワタナベ

イスミ商事 人吉市役所 エビスヤ

うなぎ料理
しらいし 人吉商工会議所 丸恵本館

片山商店 人吉冷蔵 食彩専家
流々

勝よし ふじき本店 BAMBINO
第１分団第２部　側溝点検の様子

★７月の　　★７月の　　
　　新刊から★　　新刊から★

第
１
方
面
隊
第
１
分
団
第
２
部　
　

　
　
（
管
轄
：
九
日
町
・
紺
屋
町
・
鍛
冶
屋
町
）

　

城
下
町
を
管
轄
す
る
第
１
分
団
第
２
部

は
現
在
19
人
で
活
動
中
で
す
。
市
街
地
だ

け
あ
っ
て
団
員
は
商
店
・
飲
食
店
の
二
代

目
・
三
代
目
の
店
主
や
従
業
員
が
多
く
い

ま
す
。
お
店
や
住
宅
が
か
な
り
密
集
し
て

い
る
地
域
な
の
で
、
消
火
栓
や
防
火
水
槽

の
点
検
を
は
じ
め
、
定
期
的
な
巡
回
な
ど

火
災
予
防
に
は
特
に
気
を
配
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
雨
水
排
水
の
側
溝
が
い
た
る

と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
、
毎
年
必
ず
梅
雨
入

り
前
に
地
元
の
皆
さ
ん
と
消
防
団
で
協
力

し
て
溝
の
点
検
・
清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
元
の
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極
的
に

参
加
し
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
と
地
域
活
性

化
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
団
員
は
商
売
に

い
そ
し
み
な
が
ら
も
日
夜
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
活
動
後
の
飲
み
屋
の
巡

回
も
忘
れ
ま
せ
ん
！
（
笑
）

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
に
密
着
し
た
消
防

団
で
あ
り
続
け
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
安
全
な
ま
ち
を
目
指
し
て

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
！

連
絡
・
問
合
せ　

市
地
域
生
活
課
危
機
管

理
係
（
☎
㉒
２
１
１
１
内
線
２
１
１
２
消

防
団
担
当
者
）
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児童扶養手当現況届の提出を
　毎年8月は「児童扶養手当現況届」の提出月です。
　母子家庭の母で、現在受給資格がある方には、市福祉課から提出書類を郵送しますので、8月２日から31
日までの期間に現況届を提出してください。
　提出がない場合は、８月分以降の支給が差し止められますので、ご注意ください。また、現況届を２年間提
出されない場合は、受給資格が喪失します。
　なお、婚姻、住所変更など何らかの異動があった方は、必ずその届けを出してください。届出書類は、市福
祉課に用意してあります。

保育士資格を取得している方の研修を実施します
平成 22年度人吉市保育士の資質向上のための研修会（第１回）

　保育士の専門性向上と質の高い人材を安定的に確保するために、保育士の研修を実施します。
対象者　①保育所（認可・認可外）に従事する保育士や保育所などで就労していない既保育士資格取得者

②保育所（認可・認可外）に勤務する保育士以外（看護師、調理員、事務職員など）の職員
日時　８月 20日（金）　午後７時から
場所　カルチャーパレス小ホール
内容　テーマ「原点にかえろう～子どもが笑顔でいられるように～」
　　　講　師　廣

ひろなか

中 邦
くにみつ

充氏（教育評論家）
問合せ　市福祉課児童福祉係（☎２２‒２１１１内線１１４５）

人吉市認定保育サポーター養成講座
　子育てに関する専門的な内容を学ぶことができます。講座終了後は、さまざまな子育て支援の場で活動する
こともできます。受講は無料です。お気軽にお申し込みください。

児童扶養手当の振り込みは８月11日
　平成22年８月支払い分（４月～７月分）の児童扶養手当は、８月11日（水）に指定の金融機関の口座に振
り込みます。

問合せ　市福祉課児童福祉係（☎２２‒２１１１内線１１４５）

父子家庭にも児童扶養手当が支給されます
　ひとり親家庭の自立を支援するため、８月１日から父子家庭の父にも児童扶養手当が支給さ
れます。児童扶養手当を受給するためには市福祉課へ申請（認定請求）が必要です。11月30日
までに忘れずに手続きをしてください。（11月30日を過ぎると、申請の翌月からの支給になりま
す）　支給要件や所得制限限度額などは市福祉課へお問い合わせください。

期　日 時　間 内　　　　容
８月 21日（土） 10:00 ～ 15:30 子どもの発育・健康、ほ乳と食事

８月 28日（土） 10:00 ～ 16:00
子どもの心と身体の発達、子どもの遊びと遊ばせ方、
保育サポーターとしての心構え

９月  ４日（土） 病気の子どもの世話、緊急時の対応と応急処置
９月 11日（土） 10:00 ～ 15:30 病児の食事、保育サポーターとしてスタートするために

※子育てボランティア養成講座受講者・ファミリーサポートセンター協力会員は８月 28日（土）の科目が免
除されます。
場　所　市役所３階第一会議室
対象者　子どもが好きで子育てにかかわる活動をしてみたいと思っている方
申込・問合せ　市福祉課児童福祉係（☎２２‒２１１１内線１１４６）

健康と福祉の祭典

みんなしあわせ☆スマイルフェスタ
８/29 日 10:00 ～　スポーツパレス大アリーナ

えがおコンサート

ほほえみの天才、ダウン症の荒川
知子さんが奏でるリコーダーは天
使が舞い降りたような音色です。
地元音楽愛好家の皆さんと一緒に
楽しいステージをつくります。
●時間：午前 11時～、午後２時～●出演：荒川知
子とファミリーアンサンブル／地元音楽愛好家

元気！百歳万歳　●午前 10時 30分～

　元気な百歳の方と市長のトークショーです。

対決・おじゃめバトル　●午後０時 20分～

　白熱のお手玉対決をお見逃しなく。

肥後にわか「おもいやり」　●午後１時 30分～

老人クラブ連合会女性部による笑いと涙の劇です。

介護予防ゾーン

デイサロン写真展や輪投
げ、ミニグラウンドゴル
フ大会、歩行能力測定な
どがあります。

健康ゾーン

人吉市医師会による健康相談、人吉市歯科医師会に
よる歯科相談、人吉球磨薬剤師会による薬の相談な
どのほか、保健補導員活動などを紹介。健康測定や
妊婦体験もできます。

福祉ゾーンⅠ

校区社協活動展示、ボランティア体験スタンプラ
リー、環境にやさしいダンボールコンポスト展示の
ほか、還暦の方に限定の記念・還暦証書贈呈や健康
チェックカードの配布を行います。

子どもたちが、遊び
の中で健康や福祉を
楽しく学ぶコーナー
です。いらなくなっ
たおもちゃを持ち寄
って交換する「かえ
っこバザール」は小
学生の子どもたちに大人気。木のおも
ちゃランドは小さい子どもでも楽しめ
ます。ほかに、食育について楽しく学
ぶ食育ゲームもあります。

その他の催し

手作りおもちゃ紹介

手遊び教室

ミニ九ちゃんクラブ

絵本大好き読み聞かせ

バザー

福祉施設、関係団体
が心を込めて作った
手作りの食品や農産
物などを販売しま
す。

24時間テレビ寄付金受付コーナー

24 時間テレビにあわせ、人吉市ボランティア連絡
協議会などの皆さんと一
緒に寄付を呼びかけます。

問合せ　スマイルフェスタ実行委員会事務局
　　　　（市福祉課 ☎２２‒２１１１内線１１４１）

福祉ゾーンⅡ　遊びの中で楽しく学ぼう！

※おじゃめとは
　お手玉のこと
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カ
シ
ャッ

医療のお話し

今月のドクター

田
た や ま

山　奈
な つ み

津美
農業振興課農政係
『感謝の気持ちを忘
れずに、笑顔で頑張
ります』

人吉市医師会 理事　深水 浩三

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
」
で
の

七
夕
イ
ベ
ン
ト
の
一
コ
マ
。

お
母
さ
ん
と
一
緒
に
飾
り
付

け
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

今月のナイスショット！

私
は
、
昭
和
55
年
に
医
学
部
卒

業
し
た
あ
と
、
研
究
の
た
め
主

に
大
学
病
院
に
勤
務
し
て
い
ま
し

た
。
朝
８
時
か
ら
夜
12
時
過
ぎ
ま

で
の
勤
務
で
し
た
が
、
薄
給
だ
っ

た
こ
と
も
あ
っ
て
先
輩
の
先
生
に

夕
食
を
ご
ち
そ
う
に
な
り
、
そ
の

代
わ
り
急
患
が
来
た
ら
代
わ
っ

て
対
応
す
る
と
い
っ
た
調
子
で
し

た
。急

患
で
最
も
多
か
っ
た
の
が
鼻

出
血
と
異
物
。
そ
こ
で
、
そ
の
こ

ろ
の
思
い
出
を
少
し
お
話
し
し
ま

す
。あ

る
土
曜
日
の
午
後
、
幼
児
が

待
ち
針
を
飲
ん
だ
と
の
事
で
全
身

麻
酔
し
針
を
摘
出
。
す
る
と
手
術

室
に
釘
を
飲
ん
だ
大
工
さ
ん
が
来

院
と
の
連
絡
が
あ
り
続
け
て
手

術
。
ホ
ッ
ト
す
る
間
も
な
く
今
度

は
割
り
箸
を
飲
ん
だ
人
が
・
・
・
、

詳
細
は
避
け
ま
す
が
無
事
摘
出
し

ま
し
た
。
続
い
て
、
あ
る
お
正
月

二
日
の
夜
、
餅
を
の
ど
に
詰
ま
ら

せ
た
と
の
こ
と
で
、
ど
こ
の
病
院

に
も
診
て
も
ら
え
ず
来
院
し
た
の

は
事
故
か
ら
既
に
40
分
が
た
っ
て

い
ま
し
た
。
心
臓
と
呼
吸
は
回
復

し
ま
し
た
が
脳
死
状
態
。
お
正
月

旅
行
で
他
県
か
ら
来
ら
れ
た
老
夫

婦
の
御
主
人
で
し
た
。
最
も
印
象

深
い
異
物
は
、
少
し
認
知
症
の
お

じ
い
ち
ゃ
ん
で
魚
の
骨
を
引
っ
か

け
た
と
来
院
。
昭
和
64
年
１
月
７

日
午
後
11
時
半
ご
ろ
手
術
室
に
入

り
、
魚
骨
を
無
事
取
り
終
え
手
術

室
を
出
た
の
が
平
成
元
年
１
月
８

日
。何
と
骨
は
鯛
の
お
頭
で
し
た
。

さ
て
、
成
人
の
気
管
支
異
物

で
多
い
の
は
歯
科
関
連
異
物(

義

歯
、
歯し
か
ん
ほ
て
つ
ぶ
つ

冠
補
綴
物
、
歯)

で
す
。

咽
頭
・
食
道
異
物
の
場
合
は
義

歯
と
魚
骨
で
、
通
常
は
簡
単
に
取

れ
る
の
で
す
が
、
中
に
は
咽
頭
や

食
道
に
穿せ

ん
こ
う孔
を
起
こ
し
、
頚け

い
ぶ部
・

胸
部
外
切
開
を
し
て
摘
出
せ
ざ
る

を
得
な
い
場
合
も
あ
る
の
で
用
心

し
て
く
だ
さ
い
。
魚
の
骨
な
ど

引
っ
か
か
っ
た
な
と
思
っ
た
ら
無

理
に
取
ろ
う
と
し
な
い
で
専
門
医

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

幼
小
児
の
場
合
の
食
道
異
物
の

代
表
は
、
お
金
と
針
で
す
。
食
欲

不
振
、
嚥え
ん
げ下
困
難
、
流り

ゅ
う
せ
ん涎、
嘔お

う
と吐

症
状
を
訴
え
、
体
重
減
少
が
起
き

る
ま
で
食
道
異
物
と
気
付
か
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

私
の
兄
も
お
金
を
詰
ま
ら
せ
窒

息
寸
前
に
な
り
ま
し
た
が
、
飲
ん

だ
お
金
が
穴
開
き
の
五
円
玉
だ
っ

た
の
で
九
死
に
一
生
を
得
た
と
の

こ
と
（
母
親
談
）
で
す
。

１
〜
２
歳
ご
ろ
ま
で
の
、
何
で

も
口
に
入
れ
た
が
る
年
ご
ろ
の
お

子
さ
ん
を
お
持
ち
の
お
母
さ
ん
、

お
金
や
針
・
ボ
タ
ン
電
池
に
た
ば

こ
の
吸
い
殻
な
ど
、
危
険
な
物
は

子
ど
も
の
手
の
届
か
な
い
所
に
置

い
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
の
気
道
異
物
は
豆
類
が

ダ
ン
ト
ツ
で
、
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
が
そ

の
代
表
で
す
。
そ
の
症
状
は
異
物

誤ご
え
ん嚥

直
後
の
咳
き
込
み
で
、
し
ば

ら
く
す
る
と
喘ぜ
ん
め
い鳴
な
ど
残
る
も
、

一
時
的
に
症
状
は
治
ま
る
事
が
多

い
た
め
異
物
を
誤
嚥
し
た
事
を
忘

れ
て
し
ま
う
子
も
い
ま
す
。
し
ば

ら
く
し
て
発
熱
、
咳
な
ど
が
出
現

し
、
病
院
を
受
診
し
て
も
異
物
誤

嚥
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
不
明
な
時

は
、
気
管
支
炎
、
肺
炎
、
喘
息
な

ど
と
誤
診
さ
れ
死
亡
す
る
例
も
あ

り
ま
す
。
頑
固
な
咳
、
発
熱
、
喘

鳴
を
訴
え
る
場
合
に
は
気
道
異
物

の
可
能
性
を
疑
っ
て
み
る
こ
と
も

重
要
で
す
。

口
に
食
べ
物
を
一
杯
頬ほ
お
ば張
っ
た

状
態
で
（
特
に
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
な
ど

の
豆
類
）
泣
く
、
笑
う
、
走
り
回

る
の
は
止
め
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

実
は
、
耳
鼻
科
医
は
自
分
の
子

ど
も
に
は
５
歳
を
過
ぎ
る
ま
で

ピ
ー
ナ
ッ
ツ
を
食
べ
さ
せ
ま
せ

ん
。耳

や
鼻
に
ビ
ー
ズ
な
ど
異
物
を

入
れ
て
し
ま
っ
た
時
も
自
分
で
取

ろ
う
と
す
る
と
危
険
な
事
が
あ
り

ま
す
。

日
ご
ろ
の
さ
さ
い
な
、
そ
し
て

細
や
か
な
気
配
り
で
こ
れ
ら
の
事

故
の
予
防
が
可
能
で
す
。
ご
注
意

を
！

気
道
・
食
道
異
物

市長の部屋

ひと好し ちょっといい話
「先手あいさつ明るい笑顔、傘一本お茶一杯運動」を広げましょう

◎あて先
〒868‒8601
人吉市麓町16番地
秘書課広報広聴係　　まで
　

※住所、氏名（ペンネーム可）、年齢、

性別を記入してください。

※P19のポストカードをご利用下さい。

　
い
よ
い
よ
夏
本
番
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
夏
は
、
家
族
と
の
思
い
出
づ
く

り
の
た
め
に
も
キ
ャ
ン
プ
を
お
薦
め
し

ま
す
。
そ
こ
で
、
と
っ
て
お
き
の
避
暑

地
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
れ
は
中
川
原
公
園
で
す
。
昼
は

魚
釣
り
（
雑
魚
：
小
学
生
以
下
無
料

／
中
学
生
１
日
券
２
５
０
円
／
大
人

１
日
券
５
０
０
円　

問
合
せ
先
：
球

磨
川
漁
協
）
や
ボ
ー
ル
遊
び
、
木
陰

で
読
書
、
お
昼
寝
。
食
事
は
街
中
で

Ｂ
級
グ
ル
メ
か
、
さ
わ
や
か
な
川
風

に
吹
か
れ
て
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
（
火
気

は
地
上
か
ら
50
㎝
以
上
離
す
こ
と
）。

夜
は
家
族
団
ら
ん
に
心
癒い
や

さ
れ
、
白

川
夜
船
（
何
も
気
が
つ
か
な
い
ほ
ど

よ
く
寝
入
っ
て
い
る
さ
ま
）
と
ま
い

り
ま
し
ょ
う
。

　

１
泊
で
も
２
泊
で
も
無
料
で
す
。

使
用
申
請
や
使
用
可
能
範
囲
な
ど
詳

細
は
市
の
都
市
計
画
課
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。
テ
ン
ト
は
青
少
年
ホ
ー
ム

で
お
貸
し
し
ま
す
が
、
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

キ
ャ
ン
プ
は
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
も
非
日
常
の
世
界
で
好
評
間

違
い
な
し
で
す
。
た
だ
し
、
子
ど
も

か
ら
目
を
離
す
と
危
険
で
す
。
急
な

増
水
や
川
の
流
れ
に
足
を
取
ら
れ
て

の
事
故
等
に
は
、
く
れ
ぐ
れ
も
お
気

を
つ
け
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
同
じ
公

園
を
使
う
人
へ
の
配
慮
と
と
も
に
、

ゴ
ミ
な
ど
は
必
ず
お
持
ち
帰
り
く
だ

さ
い
。
来
た
と
き
よ
り
も
美
し
く
、

楽
し
い
思
い
出
と
と
も
に
お
帰
り
く

だ
さ
い
。

４
月
１
日
号
の
こ
の
コ
ー

ナ
ー
に
掲
載
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
孫

と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
孫
の

友
人
た
ち
で
人
吉
球
磨
の
観
光

を
し
ま
し
た
。
孫
の
友
人
は
日

本
語
が
分
か
る
人
で
、
日
本
の

文
化
が
好
き
な
人
で
し
た
。
ひ

な
ま
つ
り
を
見
た
ら「
す
ご
い
」

と
写
真
を
パ
チ
パ
チ
撮
っ
て
、

青
井
阿
蘇
神
社
で
は
ハ
ス
池
の

橋
を
と
て
も
気
に
入
っ
て
い
ま

し
た
。
人
吉
駅
で
は
工
事
中
で

か
ら
く
り
時
計
が
動
か
ず
「
惜

し
い
」と
言
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

人
吉
市　

新
倉
タ
ツ
子
さ
ん

●

　

外
国
か
ら
の
お
客
様
が
人
吉

球
磨
を
気
に
入
っ
て
い
た
だ
い

た
、う
れ
し
い
お
知
ら
せ
で
す
。

毎
日
の
お
仕
事
お
疲
れ
様

で
す
。
広
報
は
大
変
た

め
に
な
り
ま
す
。
市
役
所
を
利

用
し
て
気
持
ち
が
よ
か
っ
た
で

す
。
以
前
は
幹
部
の
方
が
入
口

の
案
内
に
お
ら
れ
ま
し
た
が
、

今
は
女
性
の
人
で「
あ
い
さ
つ
」

も
よ
く
大
変
気
持
ち
よ
く
感

じ
ら
れ
ま
す
。
人
吉
の
た
め
に

ず
っ
と
続
け
て
く
だ
さ
い
。
消

防
署
に
行
く
と
、
皆
さ
ん
あ
い

さ
つ
の
「
こ
と
ば
」
が
あ
り
ま

す
。
市
役
所
で
も
「
あ
い
さ
つ

運
動
」
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

一
市
民
さ
ん

●

　

市
で
は
人
吉
市
職
員
綱
領
の

中
で
「
笑
顔
挨あ

い
さ
つ拶　

お
も
て
な

し
の
心
で
接
し
ま
す
」と
定
め
、

毎
朝
の
朝
礼
前
に
全
職
員
が
唱

和
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

引
き
続
き
「
あ
い
さ
つ
運
動
」

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

♪
さ
わ
や
か
に
光
を
浴
び

て
・
・
・
・
・
・
・
。「
人

吉
市
民
の
歌
」
は
地
婦
連
婦
人

会
の
集
い
で
毎
回
歌
っ
た
も
の

で
す
。
人
吉
婦
人
会
が
な
く

な
っ
て
や
が
て
10
年
に
な
り
ま

す
が
、
私
た
ち
の
町
内
は
最
後

ま
で
残
っ
た
も
の
で
し
た
。
こ

の
広
報
を
見
て
忘
れ
て
い
た
歌

を
思
い
出
し
ま
し
た
。
婦
人
会

で
は
、
自
営
業
や
子
育
て
と
忙

　

こ
の
ペ
ー
ジ
へ
の
市
民
の
皆

様
か
ら
の
お
た
よ
り
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　

広
報
ひ
と
よ
し
を
読
ん
だ
感

想
や
人
吉
へ
の
思
い
、
あ
な
た

の
ま
わ
り
で
起
こ
っ
た
身
近
な

出
来
事
な
ど
を
書
い
て
お
送
り

く
だ
さ
い
。

み
な
さ
ん
か
ら

の

お
た
よ
り

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
皆
さ
ん
か

ら
の
お
便
り
を
紹
介
し
ま
す
。

し
い
中
に
も
い
ろ
ん
な
知
識
を

学
び
体
験
し
た
も
の
で
す
。
大

切
な
会
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

人
吉
市　

西
三
代
子
さ
ん

●

　

７
月
１
日
号
に
掲
載
し
た

「
人
吉
市
民
の
歌
」
へ
の
お
便

り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
「
こ
の
歌

の
存
在
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た

い
、
思
い
出
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
い
う
こ
と
で
特
集
し
ま

し
た
。

26広報ひとよし　８月号27 HITOYOSHI　2010.08.01



〒
868-8601　

熊
本
県
人
吉
市
麓
町
16
番
地

http://w
w
w
.city.hitoyoshi.lg.jp/　

　
info@

city.hitoyoshi.lg.jp
☎
（
0966）

22-2111　
℻
  （
0966）

24-7869 今年は日野熊蔵翁の日本初
飛行から１００周年。ふる
さと人吉の夏空をハンス・
グラーデ機が飛んでいるイ
メージ写真です。

大空に向かう
ハンス・グラーデ機

広
報
ひ
と
よ
し
　
平
成
22
年
８
月
号
　
第
９
２
０
号

編
集
後
記

　

６
月
12
日
に
久
し
ぶ
り
に

趣
味
の
ヤ
マ
メ
釣
り
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
釣
果
は
今
ひ

と
つ
の
結
果
に
終
わ
り
ま
し

た
が
、
緑
の
木
々
に
囲
ま
れ

た
静
寂
の
中
で
渓
流
の
音
を

聞
き
、
自
然
を
満
喫
し
な

が
ら
釣
り
が
で
き
て
良
い
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
に
な
り
ま
し
た
。

人
吉
球
磨
地
域
に
は
球
磨
川

と
い
う
全
国
屈
指
の
有
名
河

川
が
流
れ
、
そ
の
本
・
支
流

に
は
ア
ユ
や
ヤ
マ
メ
を
は
じ
め

と
し
た
魚
た
ち
が
た
く
さ
ん

生
息
し
て
い
ま
す
。
梅
雨
も

明
け
夏
本
番
と
い
う
こ
と
で
、

い
よ
い
よ
ア
ユ
も
本
格
シ
ー
ズ

ン
イ
ン
！
全
国
か
ら
訪
れ
る

太
公
望
を
喜
ば
せ
る
豊
漁
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

編
集
室
か
ら

夏
野
菜
の
代
表
格
の
ナ
ス
は
、

人
吉
市
で
た
く
さ
ん
作
ら
れ
て

い
ま
す
。
ナ
ス
の
種
類
は
多
く
、

１
０
０
種
類
以
上
も
あ
る
そ
う
で

す
。
長
ナ
ス
、
水
ナ
ス
、
赤
ナ
ス
、

米
ナ
ス
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す

が
、
人
吉
市
で
は
長
ナ
ス
の
一
種

「
筑
陽
」
と
い
う
ナ
ス
が
多
く
作

ら
れ
て
い
ま
す
。
ナ
ス
の
紫
紺
の

皮
に
は
ナ
ス
ニ
ン
と
い
う
ア
ン
ト

シ
ア
ニ
ン
系
色
素
が
含
ま
れ
て
い

て
、
ガ
ン
や
動
脈
硬
化
、
高
血
圧

な
ど
の
予
防
効
果
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
血
圧
降
下

作
用
が
あ
る
カ
リ
ウ
ム
も
た
く
さ

ん
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ナ
ス
に
含

ま
れ
る
水
分
は
90
％
以
上
で
体
の

熱
を
下
げ
る
効
果
も
あ
る
た
め
、

古
く
か
ら
暑
気
払
い
に
よ
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
油
と
の
相
性
が
よ

い
の
で
、
ナ
ス
を
油
で
揚
げ
て
サ

ラ
ダ
に
し
て
み
ま
し
た
。

揚げナスのサラダ

〔
ひ
と
よ
し
の
ご
ち
そ
う
〕

①ナスは食べやすい大きさに切り、油で揚げておく。②キュウリは輪切

り、トマトはいちょう切りにする。③ショウガはみじん切りにして調味

料とあわせておく。④ ❶～❸を混ぜ合わせたら出来上がり。

ナス（1本）／揚げ油（適量）／トマト（1個）／キュウリ（1本）

［調味料］ショウガ（少々）／濃口しょうゆ（大さじ 2）／薄口しょうゆ（大
さじ 2）／酢（大さじ 3）／砂糖（大さじ 1）

【材　料】
（4人分）

【作り方】

レシピ

７月 16日の給食メニュー
・三穀めし
・あさぎり豆乳豚汁
・揚げナスのサラダ
・冷凍ミカン
・牛乳
中学生＝７２２kcal
小学生＝６１３kcal

給食センターでは、普段子
どもたちが食べている給食
の試食ができます。（有料）
詳しくは給食センター
（☎２３‒５０５２）まで


